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中日における禁忌穴の伝承と臨床倫理

武彦

要tî: 中国から同本に伝承した鋸灸は、時代華経てH本において独自の変遷と発患者遂

げ現在に至っている。設かでも、 f禁忌穴J に憶する菅沼関経の主張は、日本の鋸灸史

におけ畠翠新であると多くの研究者は見ている。だが、菅沼勝穫の『鱗灸員むに記載さ

れた禁忌六の使用状祝を統計的に調査してみると、畿は鴎床において禁忌穴をそれほど

使用してい註かったE とがわかった。彼が臨床で用いたわずか君主禁忌穴の根拠を辿って

みると、中凶でも潤様に便版吉れていたという記載もある。中口における禁忌穴叩伝承

と変遷の過程においては、解由j学、重量床経験、文献の伝承と復宵}思潮なEが各時代の禁

忌穴の数最に影響老年えてお型、日本における、復古の学術思潮の彫響が緩も強いこと

がわかった。これらの考望書に加えて、現代日本における鱗灸治療叩現騒(首謀灸曲þと患者

との関係)における倫理的関騒在示唆する。

キ}ワード禁忌穴，菅諮問桂;解剖学;犠凍経験，文献の伝承，復古j慰書簡

禁法穴とは、緩灸をしてはいけない緩穴在意味し、禁緩穴と禁灸穴に分けられる。中

国で初めて禁媛』ζ関する記載がみられる『黄楊内線』では、禁鎮の篠所として議要な臓

器或いは脈名が多い。その後『鰯灸甲乙緩~ (習 282 年)において初めて禁鋲穴と禁灸穴

の体議が完備された。その後さらに雄代の鍛家の知見が加えられ、明代にf豆り禁惑穴の数

はずっと多くなった。こうした禁忌火に関する総括した内容が白本に統行していた鋭灸古

典によって日本に受け入られた。例えば、日本』こ現存する最初0)医学警である『医心方j

p例年H己記載された禁筋立、禁灸穴関する記載は、『黄帝内経済策関』と『鎖灸'íl乙経』

主主伝写したものである。日本の江戸時代に続行していた禁議穴歌も '1'国から伝えられたも

のと伺じだった。しかし、日本の江戸時代の鉱家であった菅沼j需桂(生没年不祥， 1706 

年一1764 年と推定されている)は、長く続行していた禁忌穴に疑いをjJえした。彼は、『紙
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灸学綱要』において、当時琉行していた禁忌穴は、「未嘗見其害，反得其殻者不可挙数膏」

であると記し、禁忌穴は害をなすものではなく、効果のある穴もたくさんあると述べてい

る。これについて多くの学者が、彼の主張は日本の鋸灸家の禁忌穴における革新的な意見

だと述べている 1。しかし、菅沼周桂の主張は現代の日本の鎖灸界の主流ではない。禁忌

穴のような身体の急所について研究した李桂珍と魯約意によれば、禁忌穴と同様の部位が、

相撲、空手道、及び軍事訓練などの幅広い分野で活用されている 20

菅沼周桂は、実際の鋸灸治療において自身が主彊した禁忌穴を使用したのか、しなかっ

たのか。彼の主張は、舗灸治療において本当に重要な意味があったのだろうか。これらの

闘いを検証した先行研究は殆どみられない。そこで本研究は、禁忌穴の発展史を系統的に

整理したうえで、とれらの聞いを検討し、日本が鋪灸の禁忌穴においてどのような貢献を

したのかを考察する。同時に、中日における禁忌穴の伝承と発展に影響を与えた諸要因に

ついても考察する。

1. 中国明代以前の禁忌穴の伝承と発展

『黄帝内経素間.1 (以下『内経.Jl)の「刺禁論」の中に、「禁数J 3 (禁忌穴の数)につい

ての答えが記載されている。そこには「臓有要害，不可不察J4 とあり、針を刺す時に心、肝、

牌、肺、腎、胃などの臓器及び要害部位に注意しなければならないと書かれている。そして、

各臓器及び要害部位を誤って刺した場合の重い症状が詳細に記されている。 『内経』にお

いて「禁針」部位が臓器及び要害部位とされているのに対して、楊靖は禁針の穴が少ない

と主張している九しかし、筆者は、研究を通して、実は『内経」の中に少なくとも上関、

脳戸、気沖、乳中、映盆、魚際の 6個の穴を刺しては危険があると直接に記載があると

とを明らかにした。ぞれ以外の臓器及び要害部位とその脈名は、現在の沖陽、廉泉、委中、

急隊、慣属、経渠、太掛、肺両社、尺淳、五里、承筋の穴に相当する(間接)九しかし、『内

経』には禁鋸穴の記載のみで、禁灸穴の記載はなかった。

『鋸灸甲乙経』 は殆ど『内経』の内容をそのまま伝写したものであるが 7、禁刺禁灸の部

分に以下のような変化がみられた。『鋸灸甲乙経』は『内経』 をもとに初めて体系的に 16

個の禁針穴或いは部位を提示し、 8個の禁針穴と 8個の慎針穴及び部位が区別された。そ

の他に、初めて 24個の禁灸穴を提示した。その中に 21 個の普通の禁灸穴と 、 特別な場

合および女性の場合に限られる 3個の禁灸穴がある。『錨灸甲乙経』では『内経』と比べ、
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廉泉、愛中と魚際を削除し、上閥、被盆と承筋の禁銅jと禁深刻を伝承し、気街、目高戸は禁

車jから祭灸に改め、その他にさらに多くの禁忌穴を加えた九そのうえで禁忌穴者絶対禁

と相対禁に区別したc とのような剰灸方訟を考慮した思想と体系は、後世の禁法穴のため

に暴礎を築いた。

表 I:r緩灸甲乙経』の禁j忌穴

禁録 禁灸

勝機 禁深刻 繁華接出血 繋久留 樹首繋 相対禁

持謡、経中 上閥、蛾 車線、複様、 完角 説経、承光、脳戸、減府、畷 下関(l革垢が

{有l'閥〕、五 盆、人迎、 然谷 門、人述、線竹空、承泣ぬ轡中、 品る時}、エ耳

豆、伏免、 察門 自環前、乳中、気街(気沖)、 門(践がある

三階格、講 瀦液、終韓主鳩昆L 陰市、鶴英、 時)、石門町女

筋、乳中、 天府、伏盤、地五会、捜勝 M 子〉

鴻嵐 いみやく)

(晋〕豊甫謹嬢 r鏡検甲乙経』をもとに重量理した。

以後、原代の針家が取り組むなかで、耳耳代の「鍍灸大全.ll (1439lf) 、『誠灸節要燕英」

(1537 年〕、『録灸大成.ll (l 60l年〕に宝号、 30 個以上の穴からなる禁針穴歌と 45 錨の

穴からなる禁灸穴歌が作られた。だが、とれらの禁忌穴は臨床実践から生み出されたもの

ではなし多くはそれ以前の文献を整理し総摂して加えたものである。統計によ号、「銭

灸大全』は『鋸人経』の禁忌穴をそのまま伝写したほか、『鏑人経」では車[法と灸法に含

まれていなかった穴を禁怠穴としたζ とが明らかになった。書草月良と黄音量祥の研究によれ

ば、明代0)禁忌穴の数は以前に比べ遥かに増加し、 ζ うした文献記載の伝写に由来する毒薬

思穴の数の増加は、その綴拠が疑わしい%
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表 2 ・明代の禁壷i禁灸穴敬と『鋳人経」由比較

禁忌タイプ 観人経 酎条大令、 針灸大成

量f~皇賞官製衆~

禁 絶対禁事官 燐戸、神庭、盤中、神閥、知中、 脳戸、重盟会、持議、厳息、 友田ものに海車、

録 手五車、三憾緒、承筋 承泣、駿中、ノ主分、神閥、 犠穆、脊閥、芋

'/ 丈 気沖、芋五里、軍筋、コ書量 魚君主(魚際)、滋

不主主銭 議会 (8 歳以齢)、劇阜、事費 絡、絡部、玉枕、車室、角 豊富筋、議段目庭、

目ま{不笠書出血)、暴泣、水 様、神道、轍台、会総穣 提節、五重量、沖

分〈水害警不可綴)、然符(平 骨、青害堂、箕門 陽(禁 111血〕が

宜見出) 道加

末記誠i法 絡部、玉税、重雪量、角説、神道、
(定よ与嬢縁、然谷、犠其、

霊台、縁晶、背宵曲、金曜言、
膏宵曲、労曹が減少〕

機骨、背霊、労官、主主rl

妊婦、9;7-禁 合谷、三|岳却、右門 左と同じ 友と閥じ

禁探事j 客主人 L上摺口、肩井、続盆、 友むものに鳩揺が追加 友と同じ

雲門

禁 不可灸 承光、噴門、風府、勝明、 議光、電車門、風庶、素豊島瞬明、機竹、迎替、来穆、

灸 車事竹章、顔絵 下関、人灘、 線竹空、頭繕、 下閥、脊中、心骨、白華露骨、天

'/¥.  白 乳中、脊中、心曲、鳩尾L軽海、 j輔、人迎、乳中、調液、 j嘩足、世商、経媛、支府、

天艇、磁?車、地五念、瞬間、 淘関、隠泊、地lî会、除市、伏免、機関

路市、伏免 夫柱、続設、離惨、閥栄、腕裏、魚際、中持、様白、

編谷、絵駿晶、議口、機鼻、欝閥、 rj:l肱養中、

麗門、軍技 H

不.1'I:ik 撹竹、溜番、円環歯、朔減、

素畢、夫織、少商
(定より肩車、霊台が減少)

本記主主法 天柱、i1，I;泣、甑糧事、肩点、輔台、

周栄、燈哀、魚豊富、中神、礎自、

漏谷、総畿謀、条口、積鼻、

解韓、申総書雪中、駿問、

京挟

〈宋)王唯一撰擬人蹟穴童十灸園経』、(明〕掠鳳編. 1紙魚大'Í';l、(明〉高武纂集. r鋪灸節要衆英』、〔瞬)

揚継開掠書、斬質重菌雇昏『綴灸大成』をもとに空整理した。
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江戸中期、古医方が盛んな時に、その影響は鋸灸科に及び、舗灸復古の学説もあった。

摂津の国の人菅沼周桂はこの派の代表者で怠る (í周桂，摂津人，名長之J) 150 彼の医術

は吉益東洞等の「湯液古方派」と合致する。 ζの派は鋪灸界に復古説(古方針)を提唱し

て、経絡学説を否定、後世派の複雑な理論と治療体系に不満を表明し、親試実験を提唱し

て 『鋸灸学綱要.J] (1766 年)を著した 16。彼はその著書の序文にて他の鋸家との違いを説

明し、経穴についても常用穴を 70 穴に集約させ、一切の複雑な禁忌を排除した。彼によ

れば、実際の錨灸臨床において重要な穴は 70 穴だけである;経絡、陰陽を捨て、身体部

位によって穴を列する;針を刺す時の深度、灸をする時の社数、血を取る時の多少に言及

せず、皆病気の軽重虚実によって治療する;鉄針、重量針だけを使用する。その他に付録で

は、補潟、迎随および人神、行年、血支、血忌などの説を採用しないと述べられている。

富士川瀞はこれらの意見が「舎虚妄、重経験」、すなわち以前の諸家とは遭うと述べた九

その意見の中で最も有名なのは付録の中で強調した禁忌穴に対しての疑いだ。

「旧書禁鋸穴二十二穴，禁灸穴四十五穴。忌忌刺合谷，而苧婦堕胎。或灸石門，則女

子終身無妊娠。灸唖門而成唖，刺鳩尾則死。是説也，予頗疑之。......所澗禁穴，亦未

裳見其害，反得其殺者.不可挙数意。然則其為妄誕.可不耕而知実。J 18 

しかし、菅沼周桂の常用した 70穴と治療方法に記載した穴を統計すると、彼に常用さ

れた禁忌穴はわずかで、大部分の禁忌穴は彼の常用穴でないととを筆者は発見した。

まず、菅沼周桂が『錨灸学綱要』の第一部に記載した錨灸 70 穴を見てみよう。一般的

な禁針穴は肩井(不可深刺)、埠尾(明代に加える、不可深刺)、水分(水病禁〉、神閥、

石門(女子禁)、合谷(字婦禁)、三陰交(字婦禁) 7 穴、禁灸穴は頭維、唖門、崎明、鳩属、

隠白(明代に加える)、臨泣(明代に加える〉、申肱(明代に加える)、委中(明代に加える)

の 8 穴がある。 7 穴の禁針穴の中で絶対禁止の穴は神岡だけである。つまり、禁忌穴にも

効果があると提唱した菅沼も、実際には大部分の禁忌穴は使わなかった。そして、彼が列

挙した穴は完全な禁忌穴ではない。

次は、『鋪灸学綱要』に記載されている 101 種の普通の病症、 6 種婦人、 11 種産科、

及び 10 種小児科の病症の治療方法に関して、禁忌穴の使用状祝を研究する。
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表 4 :菅沼周桂禁忌穴の使用状況

分類 穴 使用回数 病症

禁鋸穴 鳩尾 14 中風、予防中風、中暑、審乱、胃院痛、傷食、 JL\樹、栄閥、痛症、

損狂、一切頓死、小}L急驚、小JL.府疾、吐湾

合谷 11 予防中風、口舌生語、口舌及咽腫痛、歯痛、肝経上墾目赤涯縮、

統治一切眼疾、咽喉腫痛生癒閉童不能言、統治一切耳病、管痛、

手痛、海身麻木

三陰交 5 幅吐、腹痛、咳血、股痛、水腫

石門 5 湿症、世湾、便濁、小便閥、鼓脹

肩井 4 脊痛、事苦痛、肩痛、海身麻木

水分 曜吐

禁灸穴 唖門 統治一切頭痔控

陰陵泉 腰痛

隠自 1 舷•. 

石門 遺溺

菅沼周桂撰 「針灸学綱要』をもとに整理した。

統計によれば、一番多く用いられている禁針穴は鳩尾で、 11 回であるが、実は、古典

によれば、鳩尾は完全に禁忌ではなく、探刺できないだけである。次は合谷穴、三陰交、

石門、妊婦で、婦人に対しては禁忌穴だが、他の人に対しては禁忌ではない。この三穴は

下で具体的に検討する。肩井は深刺できない 。 菅沼周桂も「肩井穴不可深刺，刺之，亦須

刺足三里」四と書いており、肩井の深刺の危険を認識していた。水分だけは絶対の禁忌穴

だが、一回しか使われていない。もっとも早く水分を記載している 『銅人経』では「水病

不可針」とだけ記載されており、外に禁忌がない。一般的な 45 穴の禁忌穴のうち菅沼周

桂は 4 穴しか使っておらず、しかも、一つにつき一回だけ使っている。陰陵泉と隠白は

文献伝承に間違いのある穴で、禁忌の根拠がない。

合谷、三陰交と石門の三穴は妊婦、女性に対して非常に重要である。統計によると、 6

種の婦人科疾患、 11 種の産科疾患によく使われている。
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表5: 菅沼周径禁針祭灸穴が婦人科における使用状況

分類 穴位 使用回数 病症

禁鍛穴 三陰交 9 月経常過期、勧k過期紫県有塊作痛、経オ市后而作婦、難産、

産後血畳、逆産、血崩、血塊、帯下

石門 5 月経常過期、難産、胞衣不下、逆産、産後腹痛

合谷 2 費量産、妊婦麻木

肩井 胞衣不下

禁灸穴 臨泣 乳腫痛

菅沼周桂撰『針灸学綱要』をもとに整理した。

3. 菅沼周桂の用いた禁忌穴の禁忌伝統と現代臨床研究および倫理

注意しなければならないのは、多くの禁忌穴はその時の医療条件とレベルに制約され、

偶然の事故から記載されて伝承されて来たものだというととである。古人が提唱した禁忌

穴の初志(本来の意味)は 、 絶対の禁止ではなくて、特定の穴への治療について他のもの

より気を付けるように指摘することであった。勿論、今でも治療に適切でない穴もある。

いまでは禁忌穴についての文献と科学、臨床の実験研究は豊富にある。ととでは、菅沼周

桂が指摘したものを列挙して、次の聞について答えることにしたい。すなわち、中園歴代

の舗灸文献において病症と禁忌の記載はどうなっているか。現代の臨床での使用状況は芭

うか。菅沼周桂の禁忌穴についての認識と使用ははたして日本の飯灸における I革新」か。

鳩尾は『甲乙経」に「不可灸刺」と記載されている。『医心方』は『甲乙経』 を伝写し

ているが、この穴は禁忌として記載されていない。別の鉱灸古典でもこの穴の主治病症が

記載されており、絶対の禁忌穴ではないことがわかる。しかし、乙の穴は心との関係が深

く盟、心風、健摘発療など心の病症を治療できるが、ただ、刺す時によく注意すべきである。

『銅人』には「不可灸，灸即令人畢世少心力。此穴大難針，大好手方可此穴下針，不然取笥多，

不幸令人夫。J 11 と記載されている。明代の禁忌穴歌には、深刺を禁忌すると記載されて

いる。現代解剖学によれば、鳩尾は横隔膜筋の下、肝左葉の上掃にある。その斜上に心包

膿、裏に鹿主動脈があって、少し上が心包の穿刺点の一つだ。したがって、乙の穴は人に

よってその正確な箇所が遣い、方向がはっきりわからないまま勝手に深く刺すことはでき
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ない。肺気腫が怒り、心臓が垂れて肥大している患者に、進針の方向と深古老把握しない

で、そのまま刺したら、しばしば危険なことになる 220

屑井の歴代の記載は「肩背規事事、瞥不挙J ( r明堂経j )、「頚項不得酒蔵、背目専問、掲

手不得向耳語J ( ，釜裏方)~ )があって、他には脚気の治療( r塑惑方J、『肘後方~)、難産の

治療( r千金要方j )などの記載もある汽菅沼周桂によるこの穴の使用はさÈê'乙前者に議当

する。現代の研究によれば、この穴は針惑が強く、横針がよくある。胸内の肺尖と正対し

ており、期iす障制こ気者E付けるべきである。突然の強い車J鎖、言葉事jの場合には量針、気胞の

恐れがあるヘ

水分は「水路践溝、不能食、竪授J ( r千金要望方j )、 í7.l<病腹膜、続締痛沖胸中、不得息J

( r翠恵方~ )を全治するお。現代臨床でも己の穴は刺してもいいと証明吉れ、水病治療に

対して最も有効な穴だとされている。それなのに、『鋸人経』には「水病禁針」と記載さ

れている。その康問は何か。 ζの穴は渡部の白線にあって、内に話量繍際、腹膜があり、務

部には大網膜と小織がある。胃腸道は腕しでもよいが、腸閉塞、消化管目童書語、穿孔の炎F京、

肝硬変などで腹部の圧力が高くなる時は剥してはならない。傷害あるいは腹膜炎の怒れが

あるためだ。水分穴だけでなく、腹部の各穴もとのような事憶に注意する必要がある汽

婦人は血栓本として、経、帯、治、産などの生理的特徴がある。初代の際部によれば、婦人、

特に妊娠している婦人に誠灸する時には、耗捻億血者遜けるように注意する必要があると

される。合将、三陰交と石門は禁忌穴としてよく言及される。との三穴は菅沼湖桂の卒;で

は難産及び婦人科の日常病命治すと記載古れている。摂娠している時期にこれらこの三ずく

は危険であり、さらには中絶の際に特点在利用したということがもとになっている。 ζれ

らのζ とから、妊娠している婦人に対しての使用は、注意すべきである己とがわかる。

7守典によれば合科、三陰交は「産局詠絶、胎上告奇心J ( 1"千金翼方j )、「女人漏下赤白及品匝」

( r千金裏方j )等の婦人科の病気に対して効果があると記載苫れている汽一方で、妊娠

期間にとの二つの穴を事jすと中絡に導くという記載がある。つまり、との二つの穴は妊娠

している期間は禁忌穴というととになる。現代の議科の欝床では、合谷、三陰交などは妊

娠の後期に使われて、妊娠初期の中絶、中後期の出産の促進等が目的とされている。これ

は禁怠穴舟奇妊娠に危険をもたらすととを逆に事U，\江として、妊綴後期に利用しているという

ことだ。研究によれば、苦(緩の期間によって子宮は針が剰在れたと曹の反応が違う。臨床

治療の需要に応じるために、妊娠の初期は慎重に、経嬢の中期は適切に禁忌穴を使用し、

後期においては禁止するべきであり、体が弱く習慣流産の聖子婦に対しては、妊娠の全期隠
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にわたって祭主主とするべきであ晶汽

石内は綴上望号泣本F明堂組に、「女子禁不可車j灸J とある。以後、言者本がこれに従っているお

しかし、『明蛍緩』でとの穴は「事L余疾、絶子、絵湾」等の婦人科の病気を治すと記載さ

れている。後世では「婦人産後援鱒不止、逮或結塊、競中断緒。J C{千金翼方})、「咳逆上気J

({聖主題方))、「大使閉塞、気結心堅瀦。少腹絞痛湾痢不 11:0 Jtお帯。 J ((千金裏方))等を治

すと記載がある。望事、裁によれば、 ζの穴の禁怠の原因はその名前の「石」にあ担、「石女J(妊

娠出産で曹ない女性}と|司じと考えられたととにあるかもしれない。との穴の Fは胞宵と

近く、女牲に車iす特に不妊の恐れがあるかもしれないと言われる汽しかし、徐秋玲が石

F号制iしたと ζろ、大鼠の血清ホルモンへの影響実験を過して、石門の不妊作用は確実に

吉正明古れた汽乙れと問時に、越海斎がこの穴書官利用してー伊!の不妊務者治療した "0 石

門の解剖結果によって、婦人の内生殖器官、子宮、卵巣の位震と近いζ とがわか号、婦人

の妊娠出産に影響する特別な議床的価値を持っていることが判明した。そして、その調節

作用は双方向的であり、避妊もで曹るが不妊の治療にも効果があるヘ

以とによれば、菅沼周桂が常用とした禁忌穴は中国の吉典にも適用病慌の記載があり、

哲治腐経が常用とし，た根拠になっていると!慰われる。l_.，たがって、とれらの祭鼠穴の使用

は菅沼周挫の独創jとは言えない。白本の学界には、彼の治療に鴎する認識と火の選択が凡

俗であるとして彼を批判した意見もある 330 しかし、現代の臨床研究において、これらの

穴は鎌灸の特に注意を重要する特別な位置にあ号、勝手に刺しては危険であるととが誕明さ

れている。

菅沼周桂が提唱した態者の病態に応じた針を'1す深度、灸の数、及び禁蕊穴の使用に関

する.~轡は、高武も『鱗灸褒英』において「ー穴溜有宣鎖、禁鎖、宜灸、禁灸者、為病勢

事事電緩急。病勢穣緩者、当íJlJ用ゐ:主治火以代之;若祷勢重量急、尚~F!比J-'>:不可察、当用此ヅ\oJ

と記載してお号、菅沼よりも早い時点でこれを提唱しているα 他方、高武は「若詩書皆禁

鋸灸、員11断不可用実。 J ということも強毒毒しているヘ

したがって、管湖周桂の主張が中間の鱗灸の禁忌穴を革新したとみることは誤りであろ

う。その時代の主涜と遠いがあっても、その基礎と根拠は中国数千年以来の緩灸理論と実

践の伝統に基づいているのである。もちろん、当時の中国主臼本の銭灸においては、絵磯

五行、五灘六気の王理論な元iこ、「子午続殺J と「霧亀八法J が液むしていた施。禁忌穴も

根拠がなくな号、増加した。菅沼周桂が提唱する便利主義どヨ起用主義は、そのような複雑

で、迷信にもとづく学説と比べると、メリットもあると言っていいだろう。
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今の円本領灸界も台、沼の彰議も受けて、便利と実用者追求している。議忌穴について論

じると昔、菅沼周桂のように、それらは禁忌とは言えない、絶対刺してはならない穴はあ

りえない、という論法には一ー理あると思われる。しかし、患者によって代替できる穴があっ

たら、危険がある穴を放棄することもあるa 例えば、妊婦は背中が痛い時に合谷をで者る

だけ避けるべ曹であり、心気争心騒が弱い人に対して心包経の上の内関な芝は耳刊さない。

緩灸節のレベルによって、同じ穴でも其の危倹程度が遣うという ζ とも挙げられる。すな

わち、絶対の禁忌穴はないが、ある穴は患者によって、鍛灸獅のレベルによって、禁忌穴

と考えられているかもしれないヘ

ζ 己で、禁忌穴、さらには誠灸治療ー般の問題を、患者の立場から考えてみよう。患者

には鎖灸1::ツボの専門知識はないし、禁忌穴のととも全く知らない。そのため、治療中は、

完全に量記者を信藤せざるをえないロ極端にいえば、患者にとっては、どの穴を刺しても治

してくれればそれでいいというのが本音だろう。とのような傾向に対して、ある医者は、

治療の方針や内容を患者に理路整然と言提携で曹なければ、誠灸はいつまでたっても「魔法J

の域を出られないだろうと指摘した 270ζれを現代の西洋的な医療持者湿の文脈で検討する

と、次のようになるだろう。一方において、患者が専門家としての陵師を基本的なととろ

で依頼する、あるいは信頼せざるをえないのは当然である。他方において、患者は尚己決

定の権利者持ってお型、そのためには、患者は自分の病状や治重量法について可能なかぎ与

の情報を与えられる必援がある。現代の西洋型際療でほとの方向ですでに多くの改善がな

吉れている。鋭灸においても、厳灸師と態者の関係について根本的に考え夜し、患者の自

己決定をはじめとする倫理的な諮問題について検討を開始する必婆があるだろう。西将医

学と比べて、東洋医学は陰陽、五行、経絡などの選論がもっと複雑で、よ里見通しをつけ

にくしその解釈はより函難であって、いつもどζか神秘的な自1象寄与える。一店、日本

の東洋医学は理論より技術を重視する。緩灸学校の教習はもう西洋化しており、教員も東

洋医学理論を軽視する。そのため、日本の緩灸師たちはそれらの理論をよく理解しておら

ず、患者が納得で者る説明をすることも難しいと思われる。

上述の倫理的問題に取り組むためには、鍍灸部と患者の関係について、現状を調査しな

ければならない。その手始めとして、筆者が大阪市の扇町漢方クリニックで観燦したとと

ろでは、自分の健康状態について詳細に鎖灸師に告げ、また自分に施1きれるf品、療内容につ

いて説明を求める患者は、きわめて少数である。経穴部位図書襲標準化以来、一般家庭内け

のメディアの報道に中iU識さ:tt，患者からの量華宵や不安の声が、直接臨ù'家に屈童、日本中
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の治療院で経穴のととが話題になったようであるヘ古らに、繊灸原理という交流もあっ

た。これから、このような対話はもっと多くなるべきだろう。しかし、これらの点につい

ての分析とさらなる研究は、本論文の範囲を超えるので、今後を期したい。

付け加えて言うならば、前}ζ述べたとお号、阿本の童書忌穴思想の康史においては、臨床

実践にもとづくことなしたんに文献記載の伝写に由来して禁怠火の数の増加したことが

あったが、 ζのようなことは現場(具体的実践と生活の場〉を重視する臨床管学の観点か

ら見ても、隠癒を含むと恕われる。

4. 中自における禁忌穴の伝重量と変濃の袈鼠分析

上述の中日における禁忌穴の伝承と変遷の考察を遜して、次のような関し、が生じる。そ

もそもなぜ禁忌穴が主張されるのか。禁怠穴の数の増減の原因は何だろうか。その原因は

各時代において緩灸の発爆に庄のように影響しているのか。

中国の「内経J 時代、現代の解剖学の知識がなくても当時の医師は人体の臓器、血管、

隣節の大体の位置を認識していた。 重重要な部位の近くの穴を針で剰jすと危険である。その

ため、初めて禁活火者全議する擦には、現代の解:JllJ学に近い知識設基としていた。ぞれと

同時に、緩灸は数千年以上の経験に基づく医術であり、多くの禁忌穴は繰ち返し生じる医

療事故の過程を通じて徐々に認識されていった。したがって、実践経験も禁忌穴の増加の

原因である。そのほかに、中国の膝代の産家は先達の残した記録投書重視し文献の転写に努

めたため、鋸灸に関する医学蓄にも同様な記載が沢山ある。文献の伝票は緩灸の理論と実

践の発援にとって議議な重要因となっている。

以上の三つの要綱のうち、臨床の経験に基づく禁忌穴の信車種牲は必ずしも高いとは言え

ないα 臓器な e重要な部位に近い穴は、一周或いは数聞の医援実践中に針書誌の滋失によっ

て事故があった後、禁忌穴として記載され以後の人に伝承される。例えば、鳩尾を産車jし

たり Jと母向いて斜め車jしたりすると肝織やよ峨書官腕す怒れがある。また、肺気績の患者の

勝が肥大して横橋践が下がった時に、うっか哲して肺を事jすと気締を誘発する恐れがあるロ

そのため、 1鶏嬉は『甲乙経』の中』ζ禁忌穴として記載吉れた。しかし実際には、進針の方

向と深度設ìt議すればこのず〈は多くの療気に効果がある。その他、当時は医療や寵i争条件

が惑い中で耳制されてしばしば事放につながったζ とも指締しなければならないロこうした

危険は現代では完全に避けるととができる。例えば、 ti代には針長の消毒古涼十分なまま
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神闘穴を刺して事故がよく起とり、歴代の際学蓄はとの穴を絶対の禁忌伏としたが、現代

では確実に消毒をすれば、 ζの穴は腹部の惑壌や小児の癒癒などに治療効果がある初。

ゐ方、文献の伝承による問題はもっと多い。偶然の事故が記載され伝承吉れる以外に、

勝手に書官加えられたことによる影響がより重人である。例えば、上に述べたように『鋸

灸大令』には、『鏑人経」で車j法と灸法が記載されていなかった穴が推測から勝手に禁怠

穴に加えられたが、 ζのととに臨床的根拠は全くない窃とれは後怖の禁怠穴の数を増やし、

禁忌穴が混乱するもとになった。その他に、文献の伝写の間違いも要調の一つである。し

かし、文献が複数伝写苫れた場合、その中の数冊に間違いがあっても別のものと照合でき

るため影響はそれほど大きくない。

上に述べたように、日本のま語感穴はずっと中国の歴代の古典に習っている。朗代の「鏑

人経』に禁忌穴が勝手に加えられたζ ともそのまま日本で適用した。菅沼周枝の提唱した

銭灸理論と穴数量量老削減する考えは、実践老重視する話通機古方派の影響を受けている。そ

して、彼の考えは、実践の経験に基づいていると言うよ哲復古思議の影響を強く受けてい

る。しかし、あるj思織の影響を受けると、それが熱狂的に支持されるととも確かである。

複雑さを省昔、簡絡化するととはたしかに良いととでもある。しかし、菅制対桂は簡略化

し過ぎて治療のi畳程で陰陽及び経絡をj5{lJiJせず、結果として日本における鍛灸、特に号の

理論の発展を妨げた。

重要約すると、人体の綴器、血管、関節の位鐙に関する認識、実際経験の蓄積、文献の伝喜久

及び学術思潮の影響が、各時代において中自の禁怠火の数震に影轡者与えているのである。

当時の解剖学的な認識のなかには現代の解剖学の知識にほぼ合致するものがあり、現代禁

忌穴を研究する上で重重要な手段の一つである。勿論、臨瓜通運験に基づいた理論が最も説縛

力会持つが、当時の医療条件に伴い制約もあった。文献の伝承は、禁忌火の流行と発展に

もっともよきく影響しているが、伝写間違いも避けられない。しかしこれについては文献

の考誕耳全通して、マイナスの影饗を避けるととがで古る。臼本における禁悪穴の変化につ

いては復古の学術思潮の影響がもっとも強いと霞えるが、複雑な理論が簡略化吉れすぎて

想論の発展の妨げになった。

鎖灸の分野制捜らず、一般的な伝統と現代医学の発腿史についても以上のような影響愛

国があるといえるだろう。もちろん現伝の西洋医学では、その現議主義礎は:tfζ解lllJ学と実

験室における実験である。しかし、臨床実験や実践によって経験を重ねて多くの文献を参

隠する ζ とも重要となる。だから、政洋だろうが、東洋だろうが、現代だろうが、伝統だ
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ろうが、際学の発援には、人体に関する認識、実践経験の蓄積、文献の伝承という褒肉も

関係している。今日では、学術思潮の影轡は見たところそれほE大宮くないようである。

ζれはトーマス・ターン (Thom酷 S田nuel Ku凶〉の科学パラダイムの型車論から見れば、

今の医学、特に現代西洋医学は長期的で掴定したパラダイムであるためだ。パラダイムが

変化し、全く新しい学術思織が出てくることはそれほど容易ではない。ただし、 年旦新し

い学術思織が出現したら、その影響はおそらく大きくなるζ とも予想される。

主主

肖永是「白本江戸時代的鋸灸援学」、中医研究院博 1 論文(北京、 1996 年)、欝桂鯛「近百年来日本
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